
令和３年３月２０日１８時０９分頃
宮城県沖の地震

事務局収集資料
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30年以内の
発生確率
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注1 東北地方太平洋沖地震より後の期間は除いた
注2 地震後経過率＝最新発生時期からの経過時間÷平均発生間隔
―は時間が経過しても地震の起こりやすさが変わらないと仮定した地震

注3 Mtは津波マグニチュード
注4 本評価で評価対象領域・地震を再編したため、場所と規模の範囲が異なり、厳密に

は第二版と対応しない

将来発生する地震の評価今後30年以内の地震発生確率（2021年1月1日時点）
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評価対象地震 発生領域 規模 地震発生確率 評価に使用した地震 平均発生間隔

超巨大地震
（東北地方太平洋沖
型）

岩手県沖南部～
茨城県沖 M9.0程度 ほぼ0% 過去約3000年間の5回 約550～600年

プレート間
巨大地震

青森県東方沖及び
岩手県沖北部 M7.9程度 8～30% 1677年以降の4回 97.0年

宮城県沖 M7.9程度 20%程度注4 1793年以降の3回注1 109.0年

ひとまわり小さ
い
プレート間地震

青森県東方沖及び
岩手県沖北部 M7.0～7.5程度 90%程度以

上
1923年以降の10回注1 8.8年

岩手県沖南部 M7.0～7.5程度 30%程度 1923年以降の1回注1 88.2年

M7.0～7.5程度 90%程度注4 1923年以降の6～7回注1 12.6～14.7年
宮城県沖の陸寄り
（宮城県沖地震）

M7.4前後 60～70% 1897年以降の4回 38.0年

福島県沖 M7.0～7.5程度 50%程度 1923年以降の2回注1 44.1年
茨城県沖 M7.0～7.5程度 80%程度注4 1923年以降の5回注1 17.6年

海溝寄りのプレート
間地震（津波地震
等）

青森県東方沖から房総沖
にかけての海溝寄り Mt8.6～9.0注3 30%程度注4 1600年以降の4回注1 102.8年

沈み込んだプレート
内の地震

青森県東方沖及び岩手県
沖北部～茨城県沖

M7.0～7.5程度 60～70%注4 1923年以降の3～4回注1 22.0～29.4年

海溝軸外側の地震 日本海溝の海溝軸外側 M8.2前後 7%注4 1600年以降の1回注1 411.2年
  Ⅲランク（高い） ：26%以上
  Ⅱランク（やや高い）：3～26%未満
  Ⅰランク ：3%未満
  Ｘランク ：不明

宮城県沖
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宮城県沖 ひとまわり小さいプレート間地震
1923年から2011年3月11日14時46分までの約88年間にM7.0以上の地震が６～７回

1933/6/19 M7.1 Mt7.1 Mw7.2
1936/11/3 M7.4 Mt7.0 Mw7.3
1937/7/27 M7.1 Mw6.6
1978/6/12 M7.4 Mt7.4 Mw7.6
1981/1/19 M7.0 Mt7.0 Mw7.0
2005/8/16 M7.2 Mw7.2
2011/3/9 M7.3 Mw7.3

宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間地震（宮城県沖
地震）
1885年以降の４回の活動

1897/2/20 M7.4
1930年代

1933/6/19 M7.1 Mt7.1 Mw7.2
1936/11/3 M7.4 Mt7.0 Mw7.3
1937/7/27 M7.1 Mw6.6

1978/6/12 M7.4 Mt7.4 Mw7.6
2005/8/16 M7.2 Mw7.2

（確率の計算に用いていない地震）
1897/2/20 M7.4
1898/4/23 M7.2 Mt6.7
1915/11/1 M7.5
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将来発生する地震の評価
ひとまわり小さいプレート間地震（青森県東方沖及び岩手県沖北部／
岩手県沖南部／宮城県沖／福島県沖／茨城県沖／房総沖）

留意点：

・ 地震の発生頻度は一定で時間が経過しても地震の起こりやすさが変わらないと仮定して、

地震発生確率を計算

・ 岩手県沖南部、福島県沖は、評価に使用する地震を再検討した。岩手県沖南部では新た

に地震発生確率を計算し、福島県沖では第二版から確率が上昇した。

・ 宮城県沖には、陸寄りで繰り返し発生する地震(p13)を含めて評価

・ 茨城県沖は、第二版ではM6.7～7.2の繰り返し発生する地震を別途評価したが、本評価
では繰り返し発生している地震以外と統合し、M7.0以上の地震を対象に評価した

領域
青森県東方沖

及び
岩手県沖北部

岩手県沖
南部 宮城県沖 福島県沖 茨城県沖 房総沖

評価に使用
した地震

1923年以降
の10回

1923年以降
の1回

1923年以降
の6～7回注

1923年以降
の2回

1923年以降
の5回

相模トラ
フ（第二
版）で評

価済

発生頻度 約9年に
1回

約88年に
1回

約13～15年注

に1回
約44年に

1回
約18年に

1回
今後30年以内の

地震発生確率 90%程度以上 30%程度 90%程度注 50%程度 80%程度

地震規模 M7.0～7.5程度
注 7回のうち1937年の地震は沈み込んだプレート内の地震の可能性もあるため、評価に使用

した地震の回数には１回分の幅を与え、発生頻度と地震発生確率を計算した



将来発生する地震の評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間地震（宮城県沖地震）

留意点：

・ 2005年の地震までは似たような領域で繰り返し発生してきた

・ 東北地方太平洋沖地震で当該地震の震源域も大きくすべり、その

後、余効すべりの分布から同領域で固着が再開していると想定さ

れることから（p19）、次の地震発生サイクルに入っていると判断して、

地震発生確率を計算

・ 地震が似たような間隔で発生していると考えて地震発生確率を計

算するので、時間が経過するほど地震は起こりやすくなる

・ 次の理由から、地震発生確率は上記の値より高い可能性がある

（１）東北地方太平洋沖地震の余効すべりによる応力変化の影響 (p19)

（２）地震発生サイクルシミュレーションで次の地震が発生するまでの間隔が

短くなる可能性が指摘されているため (p20)
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評価に使用
した地震：

① 1897/2
② 1933, 1936, (1937注1)
③ 1978 ④ 2005注2

平均発生間隔： 約38年
今後30年以内の地

震発生確率 ： 50%程度

地震規模： M7.4前後

当該地震の震源域の例

（Wu et al., 2008による1978年宮城県沖

地震の震源域の概略位置）

(0.00) (0.26) (0.52) (0.78) (1.05) (1.32)

地震後経過率>0.7

50%程度

とりうる確率の範囲

（３）低角逆断層型地震の活動が東北地方太平洋沖地震以前と比べて活発な状況が続いているため (p21)

注1 沈み込んだプレート内の地震の可能性もある
注2 2011年の東北地方太平洋沖地震は当該地震の震源域を含

むため、最新発生時期として地震発生確率の計算に使用した 最新発生時期からの経過時間（年） （地震後経過率）



各機関のメカニズム解
（簡易一覧）
機関 Mw Mo［Nm］ Depth 

[km]
Strike
（°）

Dip
（°）

Rake
（°）

品質（%）

気象庁 7 55

F-net（防災科
研）

7 3.3e+19 62 170
26

24
70

57
104

85

AQUA（防災
科研）

7 65 190.3
22.1

24.4
66.1

79.2
94.9

89
(19観測点)

USGS 7 4.36e+19 60.5 190
21

24
67

81
94

Harvard 7 .1 5.06e+26dyn
e-cm

52.3 191
22

21
69

81
94

Geoscope 7 .1 5.77e+19 52 208
25

22
68

93
89

93

GEOFON (GFZ) 7.0 44 191
21

19
71

80
93



気象庁CMT
USGS

Mww Mo
［Nm］

Depth
［km
］

strike dip Rake

USGS（W-
phase）

7 (7.03) 4.358e+19 60.5 190
21

24
67

81
94



F-net

Mw Mo
［Nm］

depth strike dip Rake VR

F-net 7 3.3e+19
Nm

62 170
26

24
70

57
104

85

AQUA 7 65 190.3
22.1

24.4
66.1

79.2
94.9

89
(19観
測点)

AQUA



G-CMT（ハーバード）

Mw Mo depth strike dip Rake VR

Harvard 7 .1 5.06e+26
dyne-cm

52.3 191
22

21
69

81
94



Geoscope

Mw Mo [Nm] Depth Strike Dip Rake 品質

Geoscope 7 .1 5.77e+19 52 208
25

22
68

93
89

93%



GEOFON（GFZ）

Mw Mo [Nm] Depth Strike Dip Rake 品質

GEOFON 7.0 44 191
21

19
71

80
93



各機関の震源過程
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震源解析
USGSによる
初期モデルは、CMT解の速報値。
速報値のため、このリストにある
CMTとは初期値が若干異なる。

10秒弱の破壊継続時間（図1赤破線）

赤破線は地震
の停止と解釈

M
w 

Mo[Nm] depth strike dip Rake

すべり
分布

7.1 4.9e+19 図2 193 20 図2
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EIC地震学ノート No.168

1978
1981

USGS

2021

2011年東北地方太平洋沖地震

2021年3月
宮城県沖の地震

http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/sanchu/Seismo_Note/2005/EIC168.html



日本海溝沿いの地震活動の長期評価
（平成３１年２月２６日）
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宮城県沖のひとまわり小さい
プレート間地震



日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 主文

（p2）
（p2～3）
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２ 評価対象領域について
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日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 主文
４ 地震の発生領域および震源域の形態
４－１ 地震の発生領域について （p4）

（p23）
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日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 主文
４－２－２ 各領域の過去の地震
（３）宮城県沖

（P6）
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日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 主文

（p10～11）５－２ 各領域の次の地震
（３）宮城県沖

（p28）
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（p15～16）
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（p18）
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（p34）
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日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 説明文（p43～44）
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日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 説明文

（p50～51）
３－２ 近年の地震活動等
３－２－１ 地震活動の現状
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日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 説明文

（p56）
４－２ 地震の発生市及び震源域の形態
４－２－２ 各領域の震源
（３）宮城県沖
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日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖のひとまわり小さいプレート間地震 説明文
４－３－２ 各領域の地震
（３）宮城県沖 （p61）



日本海溝沿いの地震活動の長期評価
（平成３１年２月２６日）
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宮城県沖の陸寄りで繰り返し発
生するひとまわり小さいプレー
ト間地震（宮城県沖地震）



日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 主文

（p2）
（p2～3）
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２ 評価対象領域について
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（p4）

日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 主文
４ 地震の発生領域および震源域の形態
４－１ 地震の発生領域について

（p24）
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（p10～11）

５－２ 各領域の次の地震
（３）宮城県沖

日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 主文



33

４－２－２ 各領域の過去の地震
（３）宮城県沖

日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 主文

（P6）



34

日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 主文
（p29）
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（p15～16）
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（p18）
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（p34）
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（p44）

日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 説明文
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（p50～51）
３－２ 近年の地震活動等
３－２－１ 地震活動の現状

日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 説明文
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４－３－２ 各領域の地震
（３）宮城県沖

（p61～62）

日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 説明文
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４－４ 多様な確率計算手法の試算 （p65）

日本海溝沿いの長期評価
宮城県沖の陸寄りで繰り返し発生するひとまわり小さいプレート間

地震（宮城県沖地震） 説明文



日本海溝沿いの地震活動の長期評価
（平成３１年２月２６日）
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図表集
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日本の地震活動（第２版）

52



東北地方の地震活動の特徴
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宮城県沖の地震活動の特徴 （拡大版）
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全国地震動予測地図
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2018年版確率論的地震動予測地図
（全ての地震を対象）

30年震度５弱以上の揺れに
見舞われる確率の分布図

https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/

30年震度５強以上の揺れに
見舞われる確率の分布図
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震度分布と地盤増幅率の比較

震度分布 地盤増幅率（Vs400m/sから地表）
【2018年版】

https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/http://www.jma.go.jp/jma/press/2103/20a/kaisetsu202
103202020.pdf

震源からの距離が近く、地盤増幅率が大きい地域において、震度が大きい傾向がある。
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震度分布とAVS30の比較

震度分布 AVS30 (表層30mの平均S波速度)
【2018年版】

https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/

震度５弱・５強が観測された地点は、地盤が柔らかい（ 表層30mの平均S波速度が遅
い）地点が多い。

58
http://www.jma.go.jp/jma/press/2103/20a/kaisetsu202
103202020.pdf



震度分布と微地形区分の比較

震度分布 微地形区分
【2018年版】

https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/

震度５強が観測された地点は、三角州・海岸低地、後背湿地の微地形区分に対応して
いる。
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http://www.jma.go.jp/jma/press/2103/20a/kaisetsu202
103202020.pdf



宮城県沖の地震

60



1793年2月(M8.2), 1897年8月(M7.7)の比較↓

（羽鳥，1975）

↓1897年2月(M7.4), 1897年8月(M7.7)の比較



1978年6月12日(M7.4)にいたる活動

（高木，1985）



1981年1月19日(M7.0)にいたる活動

（東北大，1981）



2005年8月16日(M7.2)に続く活動



大地震後の地震活動の見通しに
関する情報のあり方
（平成２８年８月１９日）
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10ページ抜粋
（p値、b値に関する記述）
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52ページ抜粋
（主な地震の余震活動パラメータ）
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53ページ抜粋
（主な地震のp値、b値分布）
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56ページ抜粋
（呼びかけフローチャート）



 

宮城県沖を震源とする地震による被害及び 
消防機関等の対応状況（第６報） 

（これは速報であり、数値等は今後も変わることがある） 

 

 

令和３年３月２２日（月）７時００分 

                          消 防 庁 災 害 対 策 本 部 

※下線部は前回からの変更箇所 

 

 

１ 地震の概要（気象庁情報） 

(1) 発生日時 令和３年３月２０日１８時０９分頃 

 (2) 最大震度 

      震度５強 宮城県：仙台市、石巻市、岩沼市、登米市、東松島市、大崎市、蔵王町、松島町 

            涌谷町、美里町 

(3)  津波の状況 

   令和３年３月２０日１８時１１分発表 → １９時３０分解除 

   津波注意報 宮城県 

 

２ 被害の状況 

(1)  人的・住家被害（消防本部情報含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 火災の発生状況 

    【宮城県】石巻市１件（工場火災 ３月２０日２１時１６分鎮火（人的被害なし）） 

(3) 重要施設の被害 

  【宮城県】仙台市、多賀城市、七ヶ浜町に所在する仙台地区石油コンビナート等特別防災区域内

（ENEOS（株）仙台製油所）において、特定屋外タンク貯蔵所のルーフ上に内容物（廃    

油）が約 3リットル溢流→応急処置済み 

 

３ 避難指示（緊急）及び避難勧告の発令状況 

    発令されていた避難指示（緊急）は、すべて解除 

 

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟

盛岡市 1 0 1

遠野市 1 1

小計 1 0 1 1 1

仙台市 4 4

石巻市 1 0 1

気仙沼市 1 1

岩沼市 2 2

美里町 1 0 1

小計 9 0 9

伊達市 1 1

小計 1 1

11 0 11 1 1

都道府県 市町村

人　的　被　害 住　家　被　害

死者
行 方
不 明

負 傷 者
合計

床下
浸水

宮城県

合計 全壊 半壊
一部
破損

岩手県

床上
浸水

福島県

合　計



 

４ 都道府県における災害対策本部等の設置状況等 

  【岩手県】     ３月２０日 １８時０９分 災害警戒本部 設置  

→３月２１日 １１時２５分 廃止 

【宮城県】     ３月２０日 １８時０９分 特別警戒本部 設置 

  【仙台市消防局】  ３月２０日 １８時３０分～１９時４０分  

消防防災ヘリにて県内の被害状況確認(海岸付近含め異常なし) 

  【福島県】     ３月２０日 １８時０９分 特別警戒配備体制 設置 

 

５ 消防庁の対応 

３月２０日 １８時０９分  国民保護・防災部長を長とする消防庁災害対策本部を設置（第２次応

急体制） 

           １８時１５分 震度５弱以上を観測した都道府県に対し適切な対応及び被害報告につ

いて要請 

 

問い合わせ先 

  消防庁災害対策本部 

  ＴＥＬ  03-5253-7527  

  ＦＡＸ  03-5253-7537 


